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4. 南海トラフの固着状態 

PS1 南海トラフ巨大地震想定震源域におけるププレート境界の固着分布の推定  
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1. 観測の⽬的 2. GPS-A観測 

東北地方太平洋沖地震（以下
東北沖地震）や，想定される南
海トラフ巨大地震はプレート境
界型の地震であり，震源域が
海底にあるため，陸域からの
観測による地殻変動の正確な
把握は難しいのが現状です．
このようなプレート境界型地震
の震源域の理解に資するため，
海上保安庁海洋情報部では，
GPS-音響測距結合方式（GPS-
A）による海底地殻変動観測を
実施しています． 

海底地殻変動観測の概念 

南海トラフ沿い海底基準点設置位置 

4. 南海トラフの固着状態

南海トラフ沿いの海底の移動速度（左）と推定され
る固着状態の分布（すべり欠損速度分布）（右）． 
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生生データ（青丸）を余効変動モデルに 
基づいて補補正値（赤丸）に変換 

補正値を直線回帰することで 
海底の変動場を得る 

GPS-A観測システムの図を↓に示します．

東北沖地震は現在も，マントル
を含めた地下の広範な領域を
動かし続けています．この現象
を余余効変動と呼びます．海底
地殻変動観測は，その過程を
→のように明らかにしました． 
宮城県沖では陸での観測とは
異なった方向を向いているの
に，福島県・千葉県の沖では
陸と同じ方向を向いています． 
上下動を見ると，陸の海岸沿
いでは上向きなのに，ほとんど
の海底点が下向きに動いてい
ます． 
この結果は，2014年にGRLから

論文としてまとまり，今も大きな
注目を集めています． 

南海トラフ域の固着分布がどのように明らかに 
なったのかについて、順序⽴てて説明します． 

この結果を用いた研究として最も著名な研究の一つがカナダのビクトリ
ア大学と東北大学らの共同研究です．右図のような地殻・マントルの粘
弾性的効果とプレート境界の余効すべりをモデル化しました． 

南海トラフ域も東北沖地震の余効変動の影響を受
けています．3.の研究によって初めて，影響を除去
して固着状態を見ることができるようになりました． 

地震後の累積水平変位 地震後の累積上下変位 

この観測には2つの大きな課題があります． 
① 南海トラフの大津波発生域，千島海溝付
近や南西諸島付近の未観測地域があること 

② 多くの陸からの観測から判明している「ス
ローイベント」を観測できるだけの頻度・精度
がないこと 
課題克服に向け今後も努力を続けて参ります． 

地殻・マントルの粘弾性効果の様子 

余効すべりの様子 


